
外来診療担当表
診療科目

内科

神経内科

小児科

外科

脳神経外科

皮膚科

整形外科

産婦人科

眼科

耳鼻咽喉科

放射線科

泌尿器科

人間ドック
診察

平成30年７月1日現在

第1･3･5週

第2･4週初診
加藤彰浩
（腎臓）

柴田尚宏
（呼吸器）

小川貴史
（循環器）

小川貴史
（循環器）

小川貴史
（循環器）

木村　令
（呼吸器）

野坂博行
（呼吸器）

野坂博行
（呼吸器）

野坂博行

加藤秀司 加藤秀司 加藤秀司 加藤秀司 加藤秀司

稲垣克彦 稲垣克彦 稲垣克彦

稲垣克彦

安藤修久

今澤正彦

安藤修久

高田勲矢

代務医山村和生

山村和生

佐々木明

平石　孝

平石　孝

石渡寿勝

水谷俊太郎

可児裕介 可児裕介 可児裕介 可児裕介 可児裕介

小出卓也 小出卓也 小出卓也 小出卓也

水谷俊太郎 水谷俊太郎 水谷俊太郎 水谷俊太郎

石渡寿勝 石渡寿勝 石渡寿勝 石渡寿勝

佐藤　央

佐藤　央

佐藤　央

柏原　学 杉浦洋貴

柏原　学

柏原　学

大間知孝顕

大間知孝顕大間知孝顕

杉浦洋貴 杉浦洋貴

大谷　聡

今澤正彦 大谷　聡

宮本陽一
（消化器）

成宮利幸
（腎臓）

神田裕大
内田元太

加藤彰浩
成宮利幸

吉田正樹
代務医

吉田正樹
（消化器）

吉田正樹
（消化器）

荒田真子
（消化器）

成宮利幸
（腎臓）

長屋寿彦
（消化器）

長屋寿彦
（消化器）

朱宮孝紀
（循環器）

澤﨑貴子
（腎臓）

澤﨑貴子
（腎臓）
代務医

8：30～11：30

安藤　操
（内分泌）

代務医
(呼吸器）

代務医
(呼吸器）

代務医
(呼吸器）

代務医
(循環器）

代務医
（内分泌）

安藤　操

吉田正樹
今澤正彦

加藤彰浩
（腎臓）

神田裕大
（消化器）

塚本英人
（循環器）
内田元太
（消化器）

塚本英人
（循環器）

塚本英人

山瀬裕彦
（2・4午後）

内田元太（1・3・5）
宮本陽一（2・4）

代務医（乳腺外来）
13：30～17：00

代務医
9:00～16：00

代務医
9:00～16：00

代務医
9:00～16：00

金田正博
9:00～16：00

代務医
9:00～13：00

代務医（手の外科）
9：30～11：30

代務医
9:00～16：00

代務医
14:00～17：00

代務医 代務医代務医

代務医

代務医 代務医

代務医

代務医

山瀬裕彦 山瀬裕彦

代務医
（第４週） 代務医

荒田真子
（消化器）

宮本陽一
（消化器）

神田裕大
（1・3・5）
第2午後 
血液内科

荒田真子
（消化器）

舟久保浩
（循環器）

舟久保浩
（循環器）

朱宮孝紀
（循環器）

3診

4診

５診

6診

7診

8診

9診

10診

1診

2診

1診

2診

1診

2診

第1･3･5

第2･4

1診

2診

1診

2診

3診

内科

血液内科外来
第２週木曜日／午後　　

CAPD外来
毎週月曜日／午後　　　

フットケア外来
第３週・第４週木曜日／
９：００～１６：００（予約制） 

睡眠時無呼吸外来
毎週木曜日／
１３：００～１５：００（予約制）

外科

ストーマ外来
第１木・第３金・第４水／
９：００～１２：００（予約制） 
　　
ヘルニア外来
毎週金曜日／
８：３０～１１：３０

肛門外来
毎週火・金／
8：30～11：30

乳腺外来
毎週木曜日／
１３：3０～17：00（予約制）
受付時間／
13：00～15：30

整形外科

スポーツ外来
毎週木曜日／１６：００～ 

脳神経外科

特殊外来
第４木曜日／
１3：００～１６：００（予約制・
梶田医師）

皮膚科

午後診察
毎週火曜日・木曜日／　 
１４：３０～１６：３０

耳鼻咽喉科

補聴器外来
毎週月・火曜日、    
第２・４水曜日／
 １５：００～（予約制）

月 　 火 　 水 　 木 　 金 　

IN
FO
M
A
TIO
N

受付時間
休 診
面会時間

８：３０～１１：３０
土曜・日曜・祝日
１３：００～２０：００

〒509-6101　瑞浪市土岐町76-1 

TEL 0572-68-4111
FAX 0572-68-8934

専門・特殊外来

■健康管理センター（人間ドック）
　TEL:0572-68-4426 FAX:0572-68-9458
■訪問看護ステーション あゆみ
   TEL:0572-68-8625 FAX:0572-68-8635

木村　令
（呼吸器）

当院では、看護職員を募集しています。現場から長期
に離れた方でも大歓迎です。ご自身の能力を患者さ
んのために役立ててみませんか？お待ちしています。

看護師・看護補助員             

看護職員募集看護職員募集看護職員募集

資格

連絡先
TEL 0572-68-4111

企画総務課および看護部長室
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近
年
の
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、

骨
粗
鬆
症
を
主
な
原
因
と
す
る
足
の
付
け

根
の
骨
折（
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
）が
増

加
し
て
お
り
、本
邦
で
は
年
間
十
数
万
人

が
受
傷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
は
男
性
の
約
3
・
7
倍
多
い
と
さ
れ

て
お
り
、関
連
す
る
危
険
因
子
は
、加
齢
、

骨
密
度
低
下
、甲
状
腺
機
能
亢
進
症
、性

腺
機
能
低
下
、胃
切
除
術
後
、糖
尿
病
、腎

機
能
障
害
、低
体
重
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、こ

れ
ら
の
因
子
を
お
持
ち
の
方
は
注
意
が
必

要
で
す
。そ
の
ほ
か
生
活
習
慣
因
子
で
は
、

喫
煙
、多
量
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
、抗
精
神

薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 

極
端
に
骨
が
も
ろ
い
場
合
は
明
ら
か
に
転

倒
し
て
い
な
く
て
も
骨
折
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が（
お
む
つ
を
変
え
る
際
の
介
護

に
よ
る
骨
折
な
ど
も
あ
り
ま
す
）、多
く
の

場
合
は
、転
倒
後
に
、足
の
付
け
根
の
痛
み

を
訴
え
ら
れ
歩
く
こ
と
も
立
つ
こ
と
も
で

き
な
く
な
り
ま
す
。さ
ら
に
痛
い
方
の
足
が

外
を
向
く（
が
に
股
の
状
態
）な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
、足
の
付
け
根
の
骨
折（
大

腿
骨
近
位
部
骨
折
）の
典
型
的
な
症
状
と

言
え
ま
す
の
で
、で
き
る
だ
け
早
く
病
院
に

受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。た

だ
、患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
腰
が
痛
い
な
ど

と
訴
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、骨
折

後
に
歩
行
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
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歩みいる者にやすらぎを、
去り行く人に幸せを

私たちは地域の皆様に愛され、
親しまれ、そして信頼される病院
を目指します。

１．私たちは日々研鑽に励み、患者さんの立場にたっ
た質の高い医療の提供に努めます。

２．全職員が患者さんの窓口となり、真心と笑顔で患
者さんに接します。

３．患者さんの言葉を最後まで聴き、患者さんが理解
できるよう分かりやすい言葉で説明します。

は
じ
め
に

治
療

骨
折
予
防
に
つ
い
て

当
院
の
現
状
に
つ
い
て

診
断

整
形
外
科 

医
長　

佐
藤　

央

医
療
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え
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「
非
常
に
多
い
足
の
付
け
根
の
骨
折
」

す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

　

骨
折
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
体
が

弱
っ
て
し
ま
う
前
に
で
き
る
だ
け
早
く
手
術

と
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
頂
く
こ
と
が
重
要
で

す
の
で
、先
に
書
か
せ
て
頂
い
た
よ
う
な
症

状
が
み
ら
れ
た
場
合
は
で
き
る
だ
け
早
く

病
院
に
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
に
こ
の
骨
折
が
起
き
た
場

合
、い
わ
ゆ
る
寝
た
き
り
の
期
間
が
長
い
と

様
々
な
全
身
の
合
併
症
を
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、現
在
の
標
準
的
な
治

療
は
で
き
る
だ
け
早
期
の
手
術
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

手
術
を
行
う
場
合
、そ
の
方
法
と
し
て

は
個
々
の
骨
折
の
状
態
に
応
じ
て
、骨
接

合
術（
骨
折
部
を
金
属
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
で

固
定
す
る
手
術
）、人
工
骨
頭
置
換
術（
骨

折
し
た
側
の
股
関
節
を
一
部
人
工
関
節
に

置
換
す
る
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。前
者
の
骨

接
合
術
を
行
っ
た
場
合
は
骨
折
部
が
癒
合

し
て
し
ま
え
ば
、特
に
日
常
生
活
で
の
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、後
者
の
人
工
骨
頭

置
換
術
の
場
合
は
、脱
臼
を
防
ぐ
た
め
に

日
常
生
活
で
気
を
付
け
て
頂
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
足
の
向
き
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、手
術
後
に
入
院
に
て
一
か
月
程
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
頂
き
ま
す
が
、よ

り
長
期
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な

場
合
は
入
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
が
可
能
な
施

設
へ
紹
介
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す（
た
だ
、

し
っ
か
り
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
頂
い
て
も
、け
が

を
す
る
前
と
同
じ
よ
う
な
歩
行
状
態
に
戻

れ
る
方
は
半
分
程
の
方
と
な
り
ま
す
。）

　

ヒ
ッ
プ
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
と
い
う
股
関
節
の

装
具
を
装
着
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

常
に
装
着
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。施
設

入
所
で
確
実
に
装
着
し
た
試
験
で
は
骨
折

率
が
あ
る
程
度
低
下
す
る
よ
う
で
す
が
、在

宅
療
養
の
方
を
対
象
と
し
た
試
験
で
は
効

果
は
は
っ
き
り
し
な
い
よ
う
で
、効
果
は
限

定
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
状
で
現
実
的
な
予
防
法
と
し
て
は
骨

粗
鬆
症
治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
最
も

重
要
だ
と
考
え
ま
す
の
で
、ご
相
談
さ
れ
た

い
方
は
ま
ず
整
形
外
科
へ
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。既
に
片
方
の
大
腿
骨
近
位
部
骨

折
を
起
こ
さ
れ
た
方
、腰
や
手
首
の
骨
折
を

起
こ
さ
れ
た
方
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

骨
粗
鬆
症
治
療
に
つ
い
て
は
す
こ
や
か
100
号

（
2
0
1
7
／
7
月
）に
整
形
外
科
部
長
大

間
知
先
生
の
書
か
れ
た「
最
近
の
骨
粗
鬆

治
療
薬
」に
詳
し
い
記
述
が
あ
り
ま
す
の
で

御
参
照
下
さ
い
。

　

昨
年（
平
成
29
年
）度
一
年
間
の
当
院
整

形
外
科
の
総
手
術
件
数
632
例
中
、大
腿
骨

近
位
部
骨
折
に
対
す
る
手
術
は
人
工
骨
頭

置
換
術
が
58
例
、骨
接
合
術
が
114
例
で
、合

計
す
る
と
当
科
で
行
っ
て
い
る
手
術
の
中
の

四
分
の
一
程
度
を
占
め
て
お
り
、高
齢
化
の

進
ん
だ
当
地
域
に
お
い
て
は
非
常
に
多
い
骨

折
で
す
。先
の
診
断
の
項
に
挙
げ
さ
せ
て
頂

い
た
よ
う
な
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
早
急
に

病
院
を
受
診
し
て
下
さ
い
。し
っ
か
り
と
治

療
に
当
た
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

    

早
期
発
見

早
期
治
療
が

　
　

重
要
だ
よ
！

さ
と
う　
　
ひ
さ
し
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「両眼視」
　　　について

「両眼視」
　　　について

み
な
さ
ま
に
身
近
な
健
康
に
ま
つ
わ
る
選
り
す
ぐ
り
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

人には目が２つあります。両目とも同じところを見ているようで、実は違った見

かたをしています。見るものを決めて片目を隠しながら右目、または左目だけ

で見ると位置が移動して見えます。

このように左右の目にそれぞれ与えられた映像が脳に伝わり、一つに見えるこ

とを「両眼視」といいます。

両眼視は、生後３か月頃から発達し、自然に身につくものなので、普段の生活

ではなかなか気づくことはできませんが、両眼視を自分で簡単に確認すること

ができる方法がありますのでご紹介します。

1

2

先のとがった鉛筆を２本用意してください。

右手に先がとがった方を上に

向くように持ち、左手に先がと

がった方を下に向くように持っ

てください。

片目を閉じます。

両手を前に伸ばし、右手の鉛筆

を目の高さに合わせ、左手の鉛

筆を右手の鉛筆の下に垂直にな

るようにしてください。

ぴったり合いましたか？

両眼視が正常な場合は、両目で見ると正しい距離感をつかめ垂直にすることができ

ますが、片目で見ると距離感のズレが生まれ垂直にすることができません。

視機能は年齢とともに成長し、一般的に９歳頃には完成するといわれておりますが、

それを過ぎると治療をしても正常な機能が得られる可能性は低くなります。

正常な両眼視を得るためには、早期に視力不良や斜視を発見し、治療を開始するこ

とが大切になりますので、検診で視力低下や斜視を指摘された場合は、眼科に受診

し検査を受けることをお勧めします。

うちだ　げんた

内田　元太

内科　【消化器内科】
一言
７月から東濃厚生病院へ赴

任いたしました内田と申しま

す。専門は消化器内科で、内

科医として地域の皆様のお

役に立てるよう頑張ります。

よろしくお願い致します。

着任日：Ｈ30.7月

なりみや　としゆき

成宮　利幸

内科　【腎臓内科】
一言
７月から東濃厚生病院に赴

任しました。腎臓内科を中

心に内科医として地域の皆

様に良い医療を提供できる

よう頑張って参ります。どう

ぞよろしくお願い致します。

着任日：Ｈ30.7月
新
任
医
師
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す

部
署
紹
介

東
濃
厚
生
病
院
の

「
医
事
課
」

　

医
事
課
は
窓
口
業
務
と
保
険
請
求
業
務
の

大
き
く
分
け
て
2
つ
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
部

署
で
す
。窓
口
業
務
は
患
者
さ
ん
が
病
院
を
訪

れ
た
際
に
受
付
・
対
応
を
す
る
業
務
で
す
。保

険
請
求
業
務
は
、患
者
さ
ん
が
健
康
保
険
証
を

利
用
し
診
療
を
受
け
た
場
合
に
、窓
口
で
医
療

費
の
自
己
負
担
額
を
精
算
し
て
頂
き
、残
り
の

医
療
費
を
医
事
課
職
員
が
診
療
報
酬
明
細
書

（
レ
セ
プ
ト
）の
点
検
を
行
い
、各
保
険
者
へ
請
求

す
る
業
務
で
す
。

　

ま
た
、当
院
は
平
成
27
年
10
月
よ
り
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、診
療
の
効
率
化
を

図
り
適
切
な
情
報
管
理
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
地
域
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
、病
院
や
診
療
所
等
へ
の
連
携
に
よ
り
入

院
か
ら
在
宅
へ
の
移
行
や
、か
か
り
つ
け
機
能
の

普
及
、ま
た
、患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
在
宅
で

療
養
で
き
る
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、ご
来
院
さ
れ
る
患
者

さ
ん
と
第
一に
顔
を
合
わ
せ
る
病
院
職
員
と
し

て
、笑
顔
と
温
か
み
の
あ
る
対
応
に
心
掛
け
、安

心
し
て
受
診
頂
け
る
よ
う
、医
事
課
職
員
一
同
、

業
務
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、医
事
課
の
職
員
は
、患
者
さ
ん
を
診

察
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、病
院
の
ス
タ
ッ

フ
が
気
持
ち
良
く
、そ
し
て
効
率
よ
く
診
療
業

務
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
縁
の
下
の

力
持
ち
」と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
診
療
科
や
医
療
費
な

ど
、ご
不
明
な
点
や
何
か
ご
相
談
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。



　

患
者
送
迎
用
車
両「
け
ん
こ
う
号
」に
つ
い
て
は
、老
朽
化
が
激
し
い
た

め
、昨
年
よ
り
更
新
の
準
備
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。本
年
３
月
に
は
、地

元
の「
J
A
ひ
が
し
み
の
」・「
J
A
と
う
と
」よ
り
、中
山
間
部
の
通
院
困

難
な
方
々
の
た
め
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
し
て
、寄
付
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
、更
新
の
準
備
が
整
い
、平
成
３０
年
７
月
９
日（
月
）に
J
A
ひ
が

し
み
の
足
立
能
夫
組
合
長
、J
A
と
う
と
小
倉
弘
次
常
務
理
事
を
お
迎

え
し
、新
車
両
の
納
車
披
露
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。  

　

今
回
の
更
新
を
契
機
と
し
て
、現
在
の
ル
ー
ト
に
瑞
浪
市
北
部
地
域

及
び
釜
戸
地
域
を
加
え
運
行
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
の
で
、該
当
地
区

の
患
者
さ
ん
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
今
回
、学
校
法
人
安
達

学
園
中
京
学
院
大
学
と
の
間
で
、

「
地
域
の
貢
献
す
る
人
材
育
成
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、中
京
学
院
大
学

が
創
設
さ
れ
た
地
域
貢
献
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、個
々
に

設
定
さ
れ
た
地
域
貢
献
に
関
す
る

テ
ー
マ
に
学
生
が
参
加
し
、実
習

活
動
や
研
修
等
を
通
じ
て
地
域
と

の
交
わ
り
を
深
め
、地
域
に
即
し

た
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を

趣
旨
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
当
院
は
、東
濃
地
域

の
看
護
力
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、医
療
と
教
育
の
現
場
が
病
院

実
習
以
外
の
部
分
で
も
、医
療
現

場
の
状
況
や
課
題
へ
の
対
応
策
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、病
院
が
求

め
る
人
材
の
育
成
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
材
育
成
」と
い
う
非
常
に
難

し
く
重
要
な
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま

患
者
送
迎
用
車
両

「
け
ん
こ
う
号
」
の

  

納
車
披
露
式
を
挙
行
し
ま
し
た
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「
地
域
の
貢
献
す
る

    

人
材
育
成
に
関
す
る
協
定
」

                   

を
締
結
し
ま
し
た

平成30年8月2日より
下記のルートを追加いたします。

9：00頃 
9：10頃 
10：25頃

小倉左官店（日吉町）
JAとうと日吉支店（日吉町）
JAとうと釜戸支店（釜戸町）

   ※木曜日のみ

す
が
、中
京
学
院
大
学
と
共
に
当

院
の
将
来
を
見
込
ん
だ
素
晴
ら
し

い
看
護
師
の
育
成
を
担
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中京学院大学長野正学長と当院の塚本英人病院長により締結されました


